
（別紙様式１） 

平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 
 

  学 校 名 岐阜市立徹明小学校 

実 施 期 間 平成２５年１１月１７日（日） 

実 施 概 要 
 

  Hot Heart（ホットハート）てつめい  

・地域防災訓練 

・地域の方を講師とした講演・交流活動 

実 施 内 容 
 

 学習・取組の分野 
  □自然   ✔歴史   ✔文化   □産業   ✔その他 

 公開の方法 
  □授業公開 □成果発表 ✔交流活動 ✔講演会等 
  ✔地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 保 護 者                １１７人  
        計    ３７０人 

地域関係者                ２５３人 

実 施 状 況 
 

１ 徹明地域防災訓練（地域の方・保護者・児童 約 400名参加） 
・地区ごとに地区避難場所（徹明小）に集合 
・人員点呼・消火訓練・煙体験・バケツリレー等に参加 

２ 地域の方を講師とした講演・交流活動 
（児童 98名・保護者 117名・地域の方 50名参加） 
 ◆低学年…地域の方から昔の生活・文化・歴史を学ぶ 

・昭和初期からの徹明小校区の様子や遊びなど、生活・文化・歴史につい
て説明していただいた。 

  ・「こま」「けん玉」「おはじき」「だるま落とし」「折り紙」など、伝承遊
びを教えていただき親子で遊んだ。           

 ◆高学年…保護者で大学教授の講演と紙飛行機製作 
  ・アンドリュー先生から、人生観や職業観について講演していただいた。 
  ・紙飛行機製作を通して、人との交流を深め、創造力の育成を図った。 

成果及び課題 
  

   

〔成果〕 
○学校・家庭・地域が自治会主催の地域防災訓練に参加することを通して、
安全を確かめたり、声を掛け合ったりして地域住民の一員としての自覚を
高めると共に、共助の心を養うことができた。 

 ○地域の方を講師として招き、校区の文化や歴史を学んだことで、地元の理
解を深め、誇りと愛着を育むことができた。 

○講師の生き方（子どもの頃からの夢や思い、現在の仕事の喜びや誇り、大
変さなど）を聞くことで、今後の自分の生き方を見つめ直す機会となった。 

○伝承遊びや紙飛行機製作など、親子で協働したり、地域の方々とふれ合っ
たりする体験活動を通して、人と関わる力を高め、よりよい人間関係を築
いていく態度や創造力を高めることができた。 

 ○実施にあたっては、文書の配布・ホームページに掲載するなど、広報の工
夫をしたことで多数の参加があった。また、PTA役員・自治会との連携・
協力により当日、支障なく実施できた。 

 ○10月の能楽体験・11月の徹明地域文化祭に続き、ホットハート徹明を実
施したことで、地域・家庭との連携を深めると共に、伝統や文化を学ぶよ
い機会となった。 

〔課題〕 
 ・親子や子ども同士・保護者同士の関わりに比べ、地域の方との関わりが弱

かった。地域の方との関わる活動を増やしたい。 
 ・今後、諸団体と連携を深め、音楽・運動・芸能などの交流・学ぶ会を企画

したい。 

 


